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論 文 内 容 の 要 旨 
 平成 20 年の中央教育審議会の答申以降，養護教諭には保護者との連携・協働及びそのコ
ーディネートの役割が求められるようになった。そして，平成 27 年の中央教育審議会の答
申で出された「チームとしての学校」(以下，チーム学校) によって，学校教職員にはさら
なる連携・協働が求められている。保護者支援や保護者との関係構築は，現職の養護教諭
にとって重要課題である。本研究の目的は，養護教諭が学校において保護者を支援する場
合に，その枠組みを学校心理学におけるチーム援助から説明し，養護教諭と保護者との関
係構築の手がかりを見出すことであった。  
 本論文は 7 章からなっている。まず，第 1 章から第 3 章で，研究の背景と目的を述べた。
続いて，第 4 章で養護教諭に対するインタビュー調査研究，第 5 章で養護教諭に対する質
問紙調査研究，第 6 章で保護者に対する質問紙調査研究を報告した。そして，第 7 章で総
合考察を行った。要旨は，以下の通りである。  
 第 1 章では，まず，教育改革として導入されたチーム学校を，学校心理学におけるチー
ム援助の理論的枠組みから説明し，チーム学校の実現に保護者支援が重要であることを論
じた。次に，保護者面接・保護者対応・保護者支援という 3 つの用語について，64 本の文
献を整理しながら概観した  (平井, 2015a)。ここから，保護者支援は保護者面接や保護者対
応を包括する概念であり，「学校において個別もしくは集団の保護者に対して教員が行う
支援的なかかわり」であると考えられた。さらに，学校保健安全法  (平成 21 年改正) 第 9
条【保健指導】(養護教諭その他の職員は，・・・必要に応じ，その保護者に対して必要な
助言を行うものとする) に言及しながら，養護教諭の保護者支援が，健康相談および日常
の健康観察を受けて実施される保健指導の文脈で展開しうることを述べた。  
 第 2 章では，対人援助の前提条件といえるラポール形成に着目し，教員 -保護者の関係に
おける意義を論じた。また，養護教諭と母親は養護をつかさどるという類似性をもつこと，
それが保護者の  (養護教諭に対する) 援助ニーズ (平井, 2014) と養護教諭の保護者支援を
つなぐ鍵になることを述べた。  
 第 3 章では，チーム学校におけるミクロな視点として，養護教諭の個人要因に注目し，
(1) 養護教諭の保護者支援に影響する養護教諭の個人要因を明らかにすること，(2) 養護教
諭の保護者支援が促進されるプロセスを検証すること，(3) 保護者の養護教諭に対する援
助ニーズを把握すること，という 3 つの段階的な目的を設定した。  
 第 4 章では，養護教諭の保護者支援に影響する養護教諭の個人要因を明らかにするため，
現職の養護教諭 10 名 (平均 38.4 ± 9.99 歳) を対象に，保護者との関わり方について半構造
化面接によるインタビュー調査を実施した  (平井・中下, 2017)。戈木クレイグヒル版 GTA 
(戈木, 2016) を用いて分析した結果，【保護者との関わりにおけるビリーフ】すなわち養護
教諭の信念が，≪視点取得からの共感性≫や≪教員への援助要請≫に影響を与え，<保護
者との個別的な関わり>につながるというプロセス  (カテゴリー関連統合図 ) が示された。 
 第 5 章では，養護教諭が保護者との関わりで有しているビリーフを測定するため，養護
教諭 536 名に郵送法による質問紙調査を実施し，210 名 (平均 40.81 ± 12.69 歳) について
分析した。探索的因子分析  (最小二乗法・プロマックス回転) の結果，「学級担任への期待」
(学級担任はどんな時も，子どものことで教職員とのつながりをもつべきだと思う)，「保護
者への期待」(保護者はどんな時も，子どもの様子を知るべきだと思う )，「自己への期待」
(私はどんな時も，子どもにとって最善のことを考えなければならないと思う)，「他者優
先」(養護教諭はいつも，自分の考えより人の考えを優先すべきだと思う ) という 4 因子 28
項目を抽出した。併せて，日本語版 Irrational Belief Test（JIBT）短縮版（森・長谷川  ・石
隈・嶋田・坂野 , 1994）との関連も検討した。次に，多次元尺度法によって，経験年数と
校園種別によるビリーフの特徴を検討した結果，小中学校の養護教諭のビリーフは，経験
年数による変化が少ない一方，幼稚園・高等学校・特別支援学校の養護教諭は，経験年数
による変化が大きいことが示唆された。さらに，25 名について再検査信頼性  (実施間隔 2
〜3 週間) を検討したところ，r = .71〜.84 という安定性を得た。  
 第 6 章では，母親の養護教諭に対する援助ニーズと自己管理スキルとの関連を検討する
ため，公立中学校に在籍する子どもの保護者 2,266 名に質問紙を配布し，510 名について
分析した (平井, 2015b)。単純コレスポンデンス分析の結果，自己管理スキル尺度  (高橋・
中村・木下・増居 , 2000; 項目例：何かをしようとするときには，十分に情報を収集する) 得
点の低い母親は，母親自身への情緒的支援  (不安・葛藤・喜びなど自分  (保護者) のさま
ざまな気持ちを聞いてもらいたい) を求めている  (“少し思う”) ことが示された。このこと
から，母親の自己管理スキルという背景を考慮しつつ支援することが望ましいと考察され
た。 
 第 7 章では，総合考察を行った。まず，生徒の教師に対する信頼感，保護者の教師に対す
る信頼感の先行研究を概観し，保護者の信頼を得ることが関係構築の鍵となることを述べ
た。その際，養護教諭のビリーフや母親の援助ニーズを踏まえておくことで，いっそう効果
的な援助になることを示唆した。最後に，養護実践における学校心理学の意義を考察して
締めくくりとした。  
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 本論文の特徴は，(1)養護教諭の保護者支援という，現職教員にとっての重要課題を学校
心理学 (チーム援助) の枠組みから考察した点，(2)養護教諭に対する半構造化面接と質問
紙調査を通して，そのビリーフが保護者支援の鍵となることを示唆した点にある。(3)また，
著者自身の養護教諭の経験を踏まえ，現職の養護教諭を対象とした貴重な研究であり，実
践志向が大きいことも特筆できる。  
 以下に，心理学研究科が定める博士学位論文審査基準  (課程博士) に従って，審査委員
の見解を述べる。  
 
 1．問題意識が明確で，課題設定が適切であること  
 養護教諭による保護者支援のプロセスを検証するという問題意識は明確で，文献や用語
の整理に始まり，保護者との関わり方について半構造化面接を行い，そこで得られたプロ
セス (カテゴリー関連統合図) を踏まえて，養護教諭のビリーフに焦点を当てて量的調査
を実施するなど，適切な順序で課題を設定している。ただし口頭試問では，第 3 章で提示
された養護教諭の保護者支援におけるマクロな視点  (関係構築プロセスにおける保護者支
援) とミクロな視点  (養護教諭の個人要因) という枠組みが，やや理解しにくいという指
摘があった。  
 
 2．国内外の先行研究を適切に検討，吟味していること  
 養護教諭は日本独自の制度であるため，国内の先行研究に限られるが，それらを幅広く
詳細に読み込んでおり，深い知見をもっている点を評価できる。このことは，口頭試問お
よび公聴会における質疑応答からも確認できた。特に，本論文が養護教諭の保護者支援に
関する文献を網羅している点は，高く評価された。 
 
 3．研究目的に照らして研究・分析の方法が適切であること  
 全体として，研究目的に照らして適切な研究計画で実施，分析している。現職の養護教
諭や保護者を対象とした現場研究であり，その手続きに細心の注意を払っていることが伺
われ，また，戈木クレイグヒル版 GTA を適用した入念な分析も評価できる。一方，口頭
試問では，使用した尺度や分析の方法について説明が不足している点や，文献の引用に関
する形式的な問題などが指摘された。  
 
 4．論文構成が的確で，論理展開に整合性，一貫性，説得性があること  
 論文構成は全体として的確である。また，課題設定にしたがって，適切な順序で研究を
積み重ねている。論理展開も概ね整合的であるといえる。  
 
 5．全体を通して学術的な独創性が認められること  
 本論文は，これまでほとんど研究されていなかった，養護教諭の保護者支援という重要
課題について，学校心理学のチーム援助という枠組みから考察し，養護教諭の個人要因と
して，そのビリーフに注目した点で，高い学術性と独創性を有すると評価できる。それら
をふまえて，口頭試問では，養護教諭のビリーフと保護者支援の関連や，チーム学校にお
ける養護教諭の役割について議論がなされた。  
 
  6. 国内外の学会や社会に対して貢献が認められること  
  本論文は，チーム学校という教育改革と養護教諭の現場の実践を背景に，その保護者支
援という喫緊の課題に対する手がかりとして，大きな貢献が認められる。また，学校心理
学や養護学の学会において，今後の流れを牽引する研究になると評価できる。  
 
  以上のように，一部に問題点もみられるが，これらの指摘は本論文の価値を低くするも
のではない。学校心理学的な枠組みによって養護学の研究に新しい知見をもたらし，実践
への示唆を得たことは，博士論文審査基準からみて適切だと判断できる。よって，本論文
を博士論文として価値あるものと認める。  
 
